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       令和 7 年 1 月 10 日 文責 校長 小柳 英樹 

～有田中部小学校の合言葉～  やさしく(徳)  かしこく(知)  たくましく（体） 

子ども達に明るい未来を!! 
新しい年が明けました。おめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

奇跡の 9連休のおかげで、私は冬休みをゆっくり過ごすことができました。家を離れている我が

子も年末年始はちょっとだけ顔見せに帰省しました。例年と変わらぬ年越しを過ごすことができ、平

凡な日々の有り難さをしみじみと感じたところです。 

ここ最近(数年)のメディアを通して、今さらというところもあるのですが、ずっと考えるところがあり

書き綴っています。私自身も、当事者ではありませんので真実は分かりません。メディアに踊らされて

いるところも大いにあるかと思います。とても悲しい思い、不条理なやるせない思いを抱きます。  

新年早々、つまらぬつぶやき、独り言で申し訳ありません。 

世界で起こっている戦争や内戦、某大統領の動向、某検事正トップの性加害、某県知事のパワハ

ラ問題、世間一般のカスハラ。記憶から消え去ろうとしている「もり・かけ」、国会議員裏金問題。私

達は何を信じて生きていけばよいのでしょうか。「長いものに巻かれろ」とありますが、悪いものには

巻かれたくないですね。おかしいこと、人を侮蔑すること、不条理なことにはやはりおかしいと異議を

唱えられることが人としての道理ではないでしょうか。 

残念ながら世の中が狂っています。地位が上の人であれば、いろんな問題をもみ消してもよいの

でしょうか。きっとこのような発言をすれば潰されるのでしょうね。しかし、子ども達には正しいことを

正しく正々堂々とできる人であってほしいと願います。主張できるようになって欲しいと考えます。誤

魔化し、嘘をつき、上司におもねり、相手を批判し、自分を正当化する、声を荒げたものが勝ち誇る。

嘆かわしい限りです。 

いったい私達大人は、未来ある子ども達に何を残していくのでしょうか。何を伝えていくべきなの

でしょうか。負の財産ばかり背負わせている気がしてなりません。人って素晴らしいよ。あなたのおか

げで、私はここにいるよ。人間の温かいつながりが未来永劫続く社会、世の中を子ども達に遺してい

きましょう。 

＜1月の主な行事予定＞  【1月の生活目標:名前札･帽子を身に付けよう】    

 8日(水)3学期始業式、午前中授業、給食なし、

11:30下校、冬休み図書返本(～10日) 

 9日(木)記名チェック週間(～17日)、委員会活動 6校時 

10日(金)スキルタイム 

14日(火)図書貸し出し開始予定 

16日(木)フッ化物洗口、クラブ活動、SC来校(午前) 

17日(金) 児童集会(1年生クラス紹介) 

21日(火)読み聞かせ、SSW来校(午前) 

22日(水)CRT学力検査(国語)、給食後下校 

23日(木)CRT学力検査(算数)、フッ化物洗口 

代表委員会 6校時、SC来校(午後) 

24日(金)全国学校給食週間(～30日) 

スキルタイム、おにぎり弁当の日 

28日(火)全校朝会 

29日(水)新年度新入学児体験入学・保護者説明会 

30日(木)フッ化物洗口、委員会活動 6校時 

SC来校(午前) 

31日(金)スキルタイム 

≪学校教育目標≫ 

自ら気付き 人との関わりの中

で自分らしさを発揮しながら課

題解決に向かう 子どもの育成 



 


